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大
正
十
五
年
八
月
九
日
､
碕
替
佃
常
行
ー
先
供
四
凶
ー
押
倒
四
十
七
､

コ
ロ
顔
イ
ブ
十
四
.
四
六
版
五
四
四
賀

Z
九
二

一
年
エ
ー
か
大
難
の
ハ
,t
チ
ン
&
ト
ン

戊
が
カ
シ
ソ
㌢
戊
+}共

に
著
は
L
ii
H
u
m
a
n
G
e.
g
r
a
ph
y
の
剛
緑

で
あ
る
､
伏
見
署
は
大

正
八
年
の
京
大
出
易
の
文
撃
士

で
申開
高
額
単
校
で
地
組
の
敬
綬
ね
し

て
ゐ
ら
れ
1
億
ら
糾
戸
高
群
南
米
雄
株
で
地
理
の
純
綿
な
し
て
ゐ
ら
れ

る
端
撃
の
士
で
あ
る
ー
石
播
教
授
か
態

々
本
番
に
つ
い
て
細
密
周
到
九

校
紺
の
潜
む

}ヾ
ら
れ
i1
の
で
み
ろ
か
ら
ー
評
文
の
原
潜
在
仏
賓
に
現
に

で
‥
W
_ニ
於
ttJ
は
申
分
が
な

い
､
仲
間
督
泊
の
翻
静
物
に
見
ろ
や
-
七･{

隅
靴
横
棒
の
岐
あ
る
も
の
TJ
は
祭
湘
鶴
亀
の
差
が
み
ろ
｡
其
諭
す
為
所

代
人
粍
～)
自
然
的
環
境
TJ
の
槻
係
P
人
轍
寸)地
勢
､
水
系
寸]
入
組
､
土

塊
及
餓
物

,,
八
枚
ー
戴
憐
t)
人
類
､
勅
組
物
ミ
人
紙
ー
人
相
相
互
の
八

火
刑
日
に
閲
し
て
級
に
平
易
明
快
七
論
断
か
下
し
､
就
中
'1
ン
チ
ン
㌢

l
y
戊
の
高
調
す
る
能
力
TJ
戯
倣
(特
に
免
租
)
亡
の
関
係
の
如

4
,
は
.

尤

･J
傾
独
す
べ
き
諭
で
み
ろ
が
､
金
筋
な
施
し
て
之
か
見
れ
ば
､
継
研

地
地
上
の
膜
州
か
撃
ぶ
.1二
光
も
過
し
i･1,i.番
籍
で
あ
る
｡
何
代
?Jも
あ

れ
ー
今
日
地
租
準
界
_こ
人
文

地
租
の
好
参
考
の
鞍
の
克
っ
て
少

い
時
に

解
っ
て
､
こ
の
榔
威
み
ろ
背
令
の
′駅
梓
の
出
ii
‥
}}
ほ
､
我
脚
撃
界
の

犀
邸
で
わ
ら
n
ば
.tT･4
ら
Lの
｡
‥紫
的
IJ
滋
ハほ
し
い
､
印
刷
･1
鮮
明
で
挟
純

-
.V少

--
.
押
園
も
野
戚
Hを
山付
く
且

つ
丑
ハほ
し
い
ー
雌押
文
は
流
暢
で
あ
りin

第
四
収

ま

O

七
四

十
四
賞
か
ら
の
索
引
も
つ
い
て
ゐ
ろ
､
評
者
及
出
版
者
の
労
か
多
+}
し

て
敢
て
江
湖
の
諌
啓
子
_こ
推
奨
す
る
ー
患
し
地
弧
.仲
学
ぶ
-
ゆ
～
み
の

貴
著
北
側で
な
-
て
､
他
界
の
大
勢
か
知
ら
ん
1)
す
る

7
枚
人
士
必

説
の

謬
で
あ
る
だ
倍
ず
る
か
ら
で
み
ろ
｡
(
藤
田
u

O
東

京

地

質

調

監

復
興
局
嫁

菜
部

大
正
十
光
年

7
E=

(七

月
戚
布
)
射
版
二
五
貿

阿
版
三
版

第

2
回
報
皆
へ地
球
発
三
啓
三
舵
四
〇
八
貰
曳
tyt順
)は
十
三
年
十
日
に

滋
_こ
さ
れ
㍗
が
爾
綾
大
正
十
拘
り
九
=
迄
_こ
筏
興
局
建
築
部
に
放
て
武

雄
L
i1
二
宵
七
十
非
ー
及
他
の
約
八
十
試
錐
非
り
紡
晃
に
基
さ
て
:
の

第
二
回
報
せ
が
編
よ
れ
ii
P
之
に
閲
糾
さ
れ
た
の
は
原

7
回
ミ
同
じ
-

井
上
陥
之
助

ー
静
野
信
雄
の
術
戊
で
み
ろ
｡
本
軸
管
の
地
質
の
傭
下
_

ほ
下
町
の
地
衣
か
ら
二
十
光
力
軍

二
十
米
以
下
に
成
府
す
る
節
三
和
暦

に
就

,-
て
略
逃
し
】､
次
に
地
下
に
み
ろ
洪
積
層
の
厨
序
か
託
逃
す
-
班

積
肘
は
好
さ
十
光
力
寅
二
十
光
稀
に
三
十
兆
で
其
の
暦
序
な
下
僚
よ
り

騨
げ
ろ

}ヾ
二

)
下
部
砂
厨
ハ
〓
)
下
部
砂
棟
静
(
三
)下
部
粘
ii
厨
へ四
)上

郡
砂
厨
へ
五
)上
部
砂
磯
厨
○
ハ
)上
部
粘
土
層
で
あ
る
｡
此
の
内
政
･J
焼

-
賦
存
す
る
の
は
(
四
)
の
上
部
砂
厨
で
み
ろ
｡
沖
積
潜
は
峠
さ
二
十
光

井
至
五
十
米
で
あ
る
.
終
り
に
附
胤
の
説
明
が
あ
る
｡
第

1
版
は
二
苗

牙
の

一
撃
硫
地
衣
及
地
下
地
質
樹
で
あ
っ
て
第

7
同
の
同
鋼
尺
の
地
質

蹄
_ニ
比
す
る
ミ
著
し
-
詳
細
叱
も
り
で
あ
る
.
仰
-
印
刷
は
-
～
の
も

の
に
比
し
て
越
し
-
劣
っ
て
厨
て
洪
穏
厨
下
部
の
砂

棚
鮮
1J
砂
滑
り
区

別
瀬
T/Jは
地
樹
上
で
著
し
-
不
明
で
あ
る
｡
此
の
脚
に
よ
れ
ば
地
下
_

於
け
ろ
眺
磯
肘
が
基
地
か
な
し
て
居
る
‥
tJが
丁
腔
税
在
り
山
の
手
の

棟
で
丸り
ろ
○
‥
の
‥沈
降
山発
地
は
n柑快
谷
･1こ
-
つ
て
北
岬
小円
の
三
抄叫
に
分
.JL.



tJ
h朋
地
加叫
は
上
恥即
･I韓
及
本
地
仰苓
叫か
ら
川巡
均
し
て
下
谷
磯
本
町
よ
り
=
本

橋
LL=;抱
叩
叫
に
瓦
ろ
､
中
部
璃
地
は
戯
糾
教
叫か
ら
延
び
て
博
労
指
し耶
-3=L
山

鳥
に
辿
る
ー
岡
靴
窮
地
は
芝
愛
宕
山
､
三
Ⅲ
轟
よ
り
泣
糾
し
杓
如
芝
川

方
面
に
延
び
て
屑
ろ
｡
北
部
中
部
耐
素
地
関
り
轡
入
部
_二
は
三
つ
の
小

丘
が
み
る
｡
･
の
悶
_こ
よ
っ
て
東
軍
が
約
三
十
兆
沈
降
L
i1
以
前
の
地

形
か
明
瞭
に

槻
ふ
こ
TJ
が
出
水
ろ
O
而
し
て
現
在
の
隅
田
川
の
下
流
地

方
即
ち
厩
柵
以
閥
は
曲
の
懲
聖
地
の
凍
兜
か
両
統
L
iL
河
流
に

1
致
寸

ろ
｡
隅
田
川
は
=

ゝ
で
は
先
行
谷
な
つ
-
つ
て
ゐ
ろ
～
1芯
へ
ろ
で
わ
ら

う
｡
此
り
外
こ
の
殿

か
ら
5
.々

の
甘
代
地
規
準
上
り
材
料
が
終
ら
れ
る

問
版
第
二
は
就
錐
非
の
杖
状
陶

で
め
っ
て
､

之
に
ょ
れ
ば
洪
積
樹
申
_

合
他
石
牌
の
多
-
が
あ
る
の
が
著
し
い
､
嬰
閃
的
に
北
森

り
牝
石
か
研

究
さ
れ
る
‥
･',
が
等

･ji
し
い
-
墾

二
股
は
地
質
噺
軌
脚
で
之
も
建
築
上

の
米
川
効
能
以
外
粗
放
蝉
上
tこ
も
火
に
役
立

つ
も
の
で
み
る
｡

二
百
附

加

へ
i
i
い
の
は
地
常
闇
に
よ
っ
て
見
ろ
亡
給
水
敏
戊
以
北
洪
琉
厨
だ
TJ

さ
れ
た
隅
田
川
に
近

い
致
犬
山
が
沖
績
肘
～
な
っ
て
‥1-二
ハ
の
周
園
で
は
沖

続
伸
の
探
さ
は
三
十
釆
以
上
あ
っ
て
基
の
下
は
蹴
_こ
範
三
組
榊
に
揺
す

る
こ
寸)
で
あ
る
｡
木
調
密
が
か
-
も
詳
細
花
油
慣
岡
か
公
判
す
る
ま
で

に
施
行
さ
れ
i1
り
ほ
文
化
和
げ
･,
し
て
の
東
京
に
恭
槌
船
群

い
た
も
り

三
石
へ
ろ
｡
然
し
相
調
ま
で
べ
き
経
由

か
規
さ
れ
て
ゐ
石
橋
で
み
ろ
か

ら
此
の
調
萱
が
航
路
さ
れ
ろ
‥
寸｣
か
熱
望
で
tCrO
(N
)

0

椋

演

地
質

調

査

簿

閉
回

報

曽

復
興
局
建
装
飾

大
正
十

五
年

仙
1-
,(七
月
滅
相

､

怒
倣

〓

]茸

樹
版
こ
版

本
報
せ
は
押
上
商
之
助
､
六
角
兵
吉
鵬
成
り
登
別
L
L:1
も
り
で
'
束

茶
地
質
調
蜜
亡
弧
ぶ
も
り
で
わ
ろ
｡
埼
没
的
地
下
り
地
質
に
就

い
て
_

新

著

紹

介

従
加
川碗
触
叩附
山札
の
7
小
目何
部
叩､り
仙調
盤
.カ､
ふり
づ
小ト
の
み

で
北
川H〃ト
サ小
備
心付
i

の
で
あ
っ
i1
｡
大
ーE
十
四
中
腰
よ
-
穐
頻
用
雄
雛
部
は

地
下
地
官
ハ湘
資

の
飼
め
溢
升
し
九
日
迄
.i
共
の
敬
六
十
九
_こ
漣
L
il
O
非
の
探
yL,は
約

九
米
か
ら
約
五
十
六
凍
_こ
及
ぶ
'
械
宙
の
地
質
か
柚
硯
す
る
1J械
塔
の

基
盤
は
第
三
紀
の
菅
沢
色
凝
灰
砂
質
貰
岩
よ
り
成
り
屡
淋

い
灰
色
砂
凍

白
色
浮
石
砂
か
挟
む
.
選
出
で
は
第
三
紀
牌
は
洪
積
層
に
不
整
食
に
敬

零
さ
れ
る
｡
洪
積
牌
の
下
部
は
頓
地
の
断
崖

1-露
は
れ
厚
さ
三
十
兆
か

超
え
ざ
る
米
綿
色
砂
棟
で
贋
柑
土
層
か
桃
有
す
る
t
洪
硫
厨
の
上
部
は

空
地
の
衣
田
に
露
は
れ
{i
褐
色
ロ
ー
ム
で
普
通
厚
さ

丁

五
光
乃
至
六

米
み
ろ
｡
沖
槙
原
は
粘
ii
.
砂
ー
機
よ
り
成
ろ
が
厨
序
は
甚
だ
不
税
別

で
み
ろ
ー
叉
平
地
の
表
郡
に
は
潜
池
三
光
梅
坪
六
米
の
盛
土
叉
は
粘
土

が
み
ろ
O
熟
三
組
潜
没
洪
積
層
の
下
郡
は
ロ
ー
ム
の
下
_こ
購
-
分
相
し

て
居
る
が
平
地
の
読
経

に
よ
る
寸)
第
三
紀
層
は
平
地
の
下
に
沖
破
滑
に

直
接
し
て
伏
在
す
る
が

洪
梢
瀞
は
沖
積
層
下
_二
は
稚

い
｡
第
三
紀
層
は

相
済
に
於
け
為
政
も
職
槻
1･S地
層
で
簡
京
附
近
の
第
三
紀
厨
よ
り
も
狂

に
強
固
で
あ
る
｡
附
樹
罪

叫
版
に

7
前
五
千
分
の

一
様
折
地
浜
及
地
下

地
質
図
で
ー
素
地
に
放
け
る
第
三
絶
勝
及
び
洪
積
層
の
分
相
弧
に
今
回

施
行
L
i1
六
十
九

の試
練
非
の
地
質
か
基
準
Tj
L
此
り
外
地
の
約
五
十

の
試
練
升
の
地
質
私
費
旧
し
て
下
町
の
地
下
に
放
け
る
罪
三
組
厨
の
分

和
む
示
し
た
-
吟
で

あ
る
｡
下
町
で
は
輯
田
下
篠
'化
氷
t二

一
線
か
胡
さ

て
<ri
三
組
滑
の
地
下
の
探
此
方Pj示
し
i1
..
之
か
略

説す
る
亡
第
三
柁
厨

は
皐
地
.9
下
郎
か
ら
J.
和
め
故
に
次
で
綾

か
_こ
下
町
の
下
郎
に
低
下
し

て
摺
る
｡
下
町
の
下
部
は
第
三
紀
潜
り
沼
蝕
さ
れ
た
谷
で
.
韻
谷
は

三

つ
も
ろ
が
最
も
背
し
い
の
は
大
何
州
の
谷
鴫
即
ち
紳
奈
川
凝
TJ
械
欝
避

弐0】

七
五



鞄

球

第
六
怨

寸J
の
関
で
み
ろ
｡
:
の
岱

JT,谷
は
井
土
ヶ
谷
町
に
放
て
飯
に
鴻

雨

下
二

十
兆
で
本
町
筒
仰
洩

T
T
=
に
於
て
鴇
耐
丁
四
十
八
光
以
上
`1-漉
し
て

ゐ
ろ
O
又
新
田
町
棟
桁
及
本
牧
褒
め
北
下
の
山
減
町
撃

池
場

は探
.V,･%

谷
か
悩

て

ゝ
胡
封
了

品

柄
下
立
光
り
基
地
で
あ
る
O
之
等
の
璽

元

値
同
探
細
り
分
相
か
ら
見
ろ
亡
横
筋
は
洪
横
枇
後
の
或
時
代
11
少
-
寸)

も
二
十
兆
沈
降
L
i1
･
こ
,
私
蔵
ほ
れ
る
の
は
壁

用
に
放
け
る
約
三
十
光

の
沈
降
}品
ハ
に
著
し
い
過
去
の
串
雄
で
あ
る
｡
第

二
版
-二
は
試
練
非
り

地
質
粒
状
樹
,,
地
質
噺
面
倒
か
抱
け
て
み
ろ
｡
(
N
)
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o

筑

前
遠

賀

都

洞

山

島

の

砥

石

暦

筑
盤
炭
田
の
北
執
.

長
尾
弧
学
士
の
濃
尾
厨
群
申
11
は
盛
々
_ニ
化
石
の
産
地
か
あ

っ
て
､
給

水
博
士
の
編
岡
圃
場
説
明
科
_二
も
喋
川

-
1二
･L
踊
り
化
石
か
組
版
さ
れ

水
戸
規
学
士
り
筑
盤
凹
耶
朕
田
地
質
胤
に
も
本
城
高
須
山
成
り
各
田
方

栄
_殉
ー
坂
ホ
額
か
,･化
石
適
地
?}
し
て
砕
け
ら
れ
t.J
み
ろ
O
‥
れ
串
の
地

層
に
つ
き
て
は
点
描
撃
士
に
ょ
つ
て
細
密

_こ
研
究
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
が
.

自
分
は
今
夏
ー
北

九
州
放
行
の
際
､
野
田
以
蝉
士
か
ら
趣
味
み
る
談
話

か
鵡
ーI
J
ー
庶
登

り
念
純
小ず
る
.1
よ
し
な
-
.
洞
山
払
Li
数
時
間
か
放

し
小卜
0
洞
-;
島
は
淀
裂
川
の
河

日
に近
さ
川
園
十
飴
町
の
小
払
で
固
北
_二
向

つ
て
滑
品
-
延
び
~
対
岸
の

相似
碑
岸
亡
の
関
に
は
橋
か
み
ろ
｡
畠
の

山河
仇什
_:
けい
山神蝕
薬
.わ･､
巾
厳

-･rBT.Ttら
汁川
れ
一.J
.
維
山刀
の
放
伐
断
…雌
+
}
の
相
川

第
四
鱗

芸

二

七
六

に
頚
地
が
出
充
て
ゐ
ろ
O

=
～
_ニ
料
亭
肝
秘
曲
べ
て
過
巷
客
か
呼
び
､
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